
 
 

実践のまとめ（小学校６年 算数科） 
                    

授業公開日 令和７年 10月 31 日第５校時  

               指導者 阿賀野市立安田小学校 

教諭 加藤 光 

 

１ 研究テーマ 

  数学的な表現を用いた対話的な学び合いを通して、考えの深まりを実感する児童の育成 

 

２ 研究テーマについて 

（1） 研究テーマ設定の意図 

学習指導要領解説算数編(平成 29 年告示)では、算数科の目標の１つに「数学的な表現を用いて

事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う」ことが挙げられて

いる。また、思考力・判断力・表現力等を育成するため「具体物、図、言葉、数、式、表、グラフ

などを用いて考えたり、説明したり、互いに自分の考えを表現し伝え合ったり、学び合ったり、高

め合ったりするなどの学習活動を積極的に取り入れていくこと。」と示されている。日頃の授業の

中で、自分の考えをまとめる場面や伝える場面で問題にあった数学的な表現を選択する場面を設

け、活用する機会をつくっていく。また、田村（2018）によると深い学びの実現には「対話や協働

などによる豊かな『学び合い』を展開したり、学習内容の確認にとどまらない丁寧な授業の『振り

返り』を行ったりすることが必要」とされている。これらのことから、数学的な表現による対話的

な学び合いに加え、学びの過程や結果を振り返り、見つめ直すことで考えの深まりを実感する児童

が育成できると考え、本テーマを設定した。 

(2) 研究テーマに迫るために 

  ① 「数学的な表現を用いた対話的な学び合い」を実現するために 

・ 話合いの目的や方法を児童が意識して対話的な学び合いが行えるようにする。そのために、話

合いの必要感が生まれる状況を設定したり、対話意欲が高まる働き掛けを行ったりする。 

・ 自分の考えを上手に伝えるための説明方法（図、言葉、式、表、グラフ）を提示し、算数の学

習全体を通して活用し、その有用性を実感させる。説明する際にどの説明方法が使えるかを問い

かけたり、説明モデルを見てどの説明方法を使っているかを予想させたりすることで、数学的な

表現を用いた説明ができるように促す。 

② 「考えの深まりを実感する児童」を実現するために 

   ・ 本時の学びを振り返るための観点「ほたるスターで学習をふり返ろう」を提示し、自己の学習

を俯瞰的に捉えて、学びを自覚化できるようにする。 

・ これまでの学習との相違点や共通点を問いかけてまとめにつなげていくことで振り返りの際

に現在と過去の学習内容を関連付けて一般化したり、自己の変容を自覚化したりできるようにす

る。 

 

（3） 研究テーマに関わる評価 

  ①  児童の話合い活動の様子や話合いの内容を省察する。数学的な表現を用いて自分の考えを相手

に伝えている姿、相手の説明の正誤を判断したり、付加・修正を行ったりする姿を「数学的な表現

を用いた対話的な学び合い」を行う姿を学級全体の 80％を目指す。 

  ②  児童の振り返りの記述を省察する。田村（2018）が本来の振り返りの意味として定めた「学習

内容の理解」「現在と過去の学習内容の関連付けと一般化」「自己変容の自覚」のうち２つ以上が書

かれている姿を考えの深まりを実感する児童の姿とし、学級全体の 80％以上を目指す。 

 

３ 単元と指導計画 

（1） 単元名  

比とその利用 割合の表し方と利用のしかたを考えよう（みんなと学ぶ小学校算数６年 学校図書） 

（2） 単元の目標 

  ・ 比の意味や表し方を理解し、比を用いて、数量の関係を表したり、等しい比をつくったりするこ



 
 

とができる。 

  ・ 図を用いて数量関係を整理しながら、比やその性質を活用した問題解決過程を筋道立てて説明

する力を養う。 

  ・ 比のよさに気付き、図や式などを用いて数量の関係を表したり、比や割合の考え方を日常生活に

生かしたりする態度を養う。 

 

（3）単元の評価規準 

・ 比の意味と表し方を理解し、比を用いて、数量の関係をより簡潔に表したり、比の性質を活用し

て、等しい比を多様につくったりすることができる。 

・ 場面を図に表して数量関係を整理しながら、比やその性質を活用した問題解決過程を筋道立てて

説明している。 

  ・ 比のよさに気付き、日常生活で比が用いられている場面を見いだしたり、問題の解決に比を活用

したりしようとしている。 

（4）単元と児童 

① 単元について 

    本単元では、比の意味や表し方を理解し、それをもとに数量の関係を等しい比で表したり、等し

い比をつくったり、比で表された問題を解決したりすることを通して、割合の見方・考え方を深め

ることがねらいである。また、日常の事象にも生かそうとする態度を育むことも大切である。比

は、２量の関係のどちらか一方を基準にすることなく、対等な関係において、簡単な整数の組を用

いて表すことができるというよさがある。それを日常の事象から探したり、家庭科や理科といった

他教科の学びと関連付けたりすることで、割合の見方・考え方を豊かにすることができるといえ

る。 

② 児童の実態（男子８人、女子８人、計 16 人） 

   ６学年の算数では、学力が等質になるように２つのグループに分けて少人数指導を行っている。

少人数２組の児童は学習に前向きで、問題に対して粘り強く取り組むことができるが、算数に対し

て苦手意識をもっている児童が多い。既習の知識や簡単な計算等を問いかける簡易な発問に対し

ては発言をすることができるが、説明や理由を筋道立てて説明する力が非常に弱い。これまでの授

業では課題解決の際に、個人思考で自分の考えをもつ時間をもち、その後、個人で考える、ペアや

グループで考えるなどの学習の方法を選択する自己調整学習を行ってきた。課題解決の見通しが

もてていない児童は児童同士で相談をしたり、分かっている児童からやり方を教えてもらう、見通

しがもてている児童は困っている児童の手助けをしたりするなど、学び合いの風土ができてきて

いる。しかし、他者とうまく関われない、学び合いが答えを確認することに終始するといった児童

も見られる。確かな理解に結び付けるためにも、折に触れて、本来の対話の目的や意味を確認しな

がら学習を進め、適切な姿を価値付ける働き掛けを継続している。 

   算数に関わる学力実態については資料２から分かるように教科の正答率、本実践領域の図形領

域の正答率ともに目標値を下回っている。教科の評定で２の段階が 43.8%であることから既習が定

着しきれていない児童が多くいることが分かる。単元や各時間の導入では学習に関わる既習事項

を振り返る機会を設けて、既習とのつながりを児童が意識できるようにしていく。 

小学校５年 算数     教科の平均値  変化と関係 

 基礎 活用  
単位量あたりの大き

さ・比例 平均 

目標値（％） 68.4 74.1 53.9 70.0 70.0 85.0 

校内 平均正答率（％） 65.1 69.7 53.5 70.3 70.3 78.1 

全国 平均正答率（％） 68.8 74.7 53.7 67.6   

教科の評定 １ ２ ３ ４ ５ 

人数比（％） ０ 43.8 21.9 31.3 3.1 

資料１：令和６年度実施の CRT 標準学力検査算数の結果まとめ 

 

 

 

 



 
 

（5） 単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の展開（本時 10／11 時間） 

（1） ねらい 

比と全体の数量をもとに、数量の関係を図や式を使って考え、部分の数量を求めることができる。 

 

（2） 展開の構想 

＜考えの深まりを実感する子どもの姿＞ 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

【考えの深まりを実感する子どもの姿】 

 課題解決の場面において、全体の比を８とする見方によって等しい比や比の値、比の１つ分

といった既習の作戦が使えることに気付き、正しい考え方に修正したり、新たな考えを付加し

たり、自分の考えを強化したりする姿を対話場面の児童の様子と振り返りの記述で見取る。 

① 学習内容の確認 ○ 

② 現在と過去の学習内容との関連付けと一般化 ◎ 

③ 自己変容の自覚 ○ 

☑ 比の一つ分を求めて解決で

きる。（比の一つ分作戦） 

☑ 比の値を使って解決でき

る。（比の値作戦） 

☑ 等しい比のきまりを使って

解決できる。（等しい比作戦） 

☑ 同じ味のコーヒー牛乳をつ

くるにはコーヒーと牛乳の割

合が等しくなるとよい。 

 

☑ 等しい比のきまりを使って

解決できる。 

☑ 木の高さと影の長さの比は

いつも等しくなる。 

＜「見方・考え方」を働かせた姿＞ 

 等しい比や比の値、基準となる大きさのいくつ分かに着目し、二つの数量の関係を考える。 

１次（２時間） 

割合の表し方としての 

「比」を知る 

２次（４時間） 

比の性質を理解する 

３次（４時間） 

比を活用して 

日常の問題を解決する 

同じ味のドレッシ

ングはどれ？ 

比とは？ 

☑ ドレッシング全体をもとに

したときの酢とサラダ油の割

合が同じになるとよい。 

 （割合により比較） 

☑ ドレッシングの量をそろえ

ると比べられる。 

（単位量当たりの大きさによる

比較） 

☑ a:b の比の値は aはｂの何

倍かを表したもの。 

☑ 比は２つの量の割合を表す

ことができる。 

同じ味のドレッシン

グをつくるには？ 

☑ 比 a:b の aと bに同じ数を

かけたり、わったりしてでき

た比も a:b と等しくなる。 

☑ 比の値が等しいとき、２つ

の比は等しいという。 

☑ ２つの比は同じ割合なので

４：12＝８：24 といえる。 

比を分かりやすくす

るには？ 

☑ 数を小さくした方が割合が

イメージしやすくなる。 

☑ 12：18＝２：３と表せる。 

全体の量が分かって

部分の量が分からな

いときはどうする？ 

☑ 全体の量と部分の量で比を

つくるとよい。 

☑ ３つの作戦が使える。 



 
 

＜「数学的な表現を用いた対話的な学び合い」を実現するためにの方策＞ 

① 「図」と「式」が一体となったワークシート（資料３）を使用する。 

本時の問題を比を使って説明する際に必要な数学的

な表現は「図」（線分図）と「式」である。自分の考え方

を説明する際はそれぞれの数学的な表現を使って対話

的な学び合いが行われるように、「図」と「式」が一体と

なったワークシートを使用する。対話的な学び合い場面

では線分図を用いることで、全体の比である「８」に着

目した解決方法の話合いが行われることを期待する。 

 

 

 

 

 

② 自己調整学習段階表を用いて学習形態を自己選択させる。 

自分の考えをまとめるための個人思考の時間をも

ったあと、自己調整学習段階表（資料４）を用いて自

分の今の段階を意思表示させる。A「困っている人を

助ける」、B「友達と説明をしあう」、C「友達に聞いて

みる」、D「友達から教えてもらう」にあった学習形態

を自分で選択（自己調整学習）して課題解決に向かえ

るようにする。また、自分からうまく他児と関わるこ

とができない児童は教師が仲介し、児童同士の対話

をコーディネートできるようにする。 

 

 

 

＜「考えの深まりを実感する児童」を実現するためにの方策＞  
   ③ 前時との共通点と相違点を明確にする。 

まとめの際は前時との共通点と相違点を問いかけ、前時で扱った「等しい比作戦」「比の値作

戦」「比の一つ分作戦」の３つの作戦すべてが使えるという共通点と全体を表す比の「８」を使

うという相違点を明確にしてからまとめを行うようにする。 

 

   ④ 振り返りの観点（資料５）から適切な観点を選択させ、振り返りを記述させる。 

振り返りの観点「ほたるスターで学習をふり返ろ

う」（資料５）から、本時の学習にあった適切な観点

を２つ以上選択させて、記述させる。教師から振り返

りの観点を指定せず、児童に選択させることで、児童

が自らの学習を俯瞰的に見直し、考えの深まりを自

覚化できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３：自己調整学習段階表 

資料２：本時のワークシート 

資料４：振り返りの観点 



 
 

（3） 展開 

時間 

（分） 

教師の働きかけ（T） 

予想される児童の反応（C） 

支援や留意点（・） 

おもな評価規準（◆） 

前時終末

の意識 

C：コーヒーと牛乳の比、牛乳の量を使ってコーヒーの量を求め

ました。 

C：等しい比作戦、比の値作戦、比の１つ分作戦の３つの作戦で

求めることができました。  

 

見通しを

もつ段階 

（10分） 

T１：前回の復習です。コーヒーの量はどうやって求めればよか

ったでしょうか。 

C１：比を使えばよいです。 

C２：等しい比作戦や比の値作戦、比の１つ分作戦を使えば求め

られます。 

T２：では、今日の問題です。 

 

 

 

T３：分かっていることは何ですか。 

C３:コーヒー牛乳を１２００ｍL 作ることです。 

C４：コーヒーと牛乳を３：５の割合で混ぜることです。 

T４：昨日のように線分図に表すことはできますか。タブレット

のカードを動かして線分図をつくりましょう。 

C５：コーヒー牛乳は全体を表しています。 

C６：昨日と少しちがう線分図になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C７：前回は牛乳が何ｍLか分かっていたから求められたけど、

この問題では分かりません。 

C８:コーヒー牛乳全体の量が分かっています。 

 

 

 

 

・前時の学習の内容を掲

示し、折に触れて振り返

られるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タブレットでワークシ

ート（別紙資料１）を配

信する。 

◆【態】数量関係を図に

表して考えようとしてい

る。（ワークシート） 

・前時との違いが分かる

ように前時の本時の線分

図を比較して提示する。 

・前時との違いについて

意見が出ない場合は近く

の人と話合わせる。 

 

・前時の問題は「部分の

量」が分かっている、本

時の問題は「全体の量」

が分かっていることを板

書でまとめ、課題につな

げていく。 

課題解決

の段階 

（25分） 

T５：コーヒーの量を求めるにはどうしたらよいでしょうか。 

C９:前とおなじように比を使って

求めればいいと思います。 

（等しい比作戦） 

 

C10：比の値をかけます。 

（比の値作戦） 

 

 

 

 

・全体でどんな方法で求

められそうか予想を立て

させ全体で見通しを持

つ。 

・３つの作戦のどれが使

えそうかを考えさせて、

追究意識を高める。 

 

 

 

 

○か  全体の量が分かっているときに、部分の量を求めるにはどう

すればよいか。 

○もコーヒーと牛乳を３：５の割合で混ぜます。コーヒー牛乳

を１２００ｍL作る時、コーヒーは何ｍL 必要ですか。 



 
 

C11：１つあたりの量を求めてそれが何個分か求めます。 

（比の１つ分作戦） 

 

 

 

 

 

T６:自分の考えをワークシートに書きましょう。 

C12：全体の比「８」を使えば、等しい比作戦を使って説明でき

そうです。（A段階） 

C13：比の値作戦を使って、答えは出せたけど説明は難しいな。

（B 段階） 

C14：比の一つ分作戦を使ってみたけど、これでよいのか不安で

す。（C 段階） 

C15：どのように書けばいいのか分かりません。（D段階） 

T７：自分にあった方法で課題を解決しましょう。 

C16：等しい比作戦を使うと、コーヒーと牛乳の比の３：５を使

ってもうまく等しい比が作れません。（D 段階） 

C17：コーヒーの比と牛乳の比を合わせた「８」を使うとコーヒ

ー牛乳全体を表す比がつくれるよ。 

C18：コーヒーとコーヒー牛乳全体で３：８の比をつくると等し

い比の式ができそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C19：比の値は３：５だから３/５にすればいいのかな。（D段階） 

C20：コーヒーが３、牛乳は５だから、コーヒー牛乳全体は３＋

５で８になるから３：８の比の値３/８で計算すればいい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C21：牛乳の量が分からないから前みたいに比の１つ分の大き

さが分からないな。（D段階） 

C22：コーヒー牛乳全体の量の比を８とすれば１２００÷８で

比の１つ分の大きさが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

方策① 

・タブレットにワークシ

ートを配付する。 

方策② 

・自己調整学習段階表を

用いて、自分の段階を意

識表示し、自己調整学習

を行う。 

・AB 段階の児童と CD 段

階の児童が確認できるよ

うに電子黒板で示す。 

◆【思】全体の数量を比

例配分する方法を、比の

性質や図を用いて考えて

いる。（観察・タブレット） 

方策① 

・教師が児童の進捗具合

をタブレットで見取り、

C19、C22、C24 のような

児童には全体を表す比の

「８」を見出している児

童とつなげていく。 

・自分の考えをもてた児

童をタブレットで見取

り、全体に周知していく。 

・個人で考えることが難

しい児童は、班や他の人

の意見を聞きに行くこと

を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

\ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T８：では、考えを発表しましょう。 

C24：全体の前で説明をする。 

C25：発表された考え方をペアで確認し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「線分図」や式の一部

を見て発表された考え

をペアで説明している。 
 

まとめ・

振り返り

の 段 階

（ １ ０

分） 

T９：今回の問題と前回の問題のちがいは何ですか。 

C26：コーヒー牛乳全体の量の比８を使っていることです。 

T10：前回の問題と似ているところはありますか？ 

C27：３つの作戦を使ってコーヒーの量を求めることができま

した。 

 

 

 

 

T11：振り返りを書きましょう。 

C28：振り返りを記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

方策③ 

・前回との相違点や共通

点を問いかける。 

 

 

方策④ 

・振り返りの観点を示

し、２つ以上の観点で振

り返ることを促す。 

 （4） 評価 

   【態】 数量関係を図に表して考えようとしている。（ワークシート） 

      「線分図」や式の一部を見て発表された考えをペアで説明している。 

【思】 全体の数量を比例配分する方法を、比の性質や図を用いて考えている。（観察・ワークシ

ート） 

 

５ 成果と課題 
(1)  数学的な表現を用いた対話活動について 

  ① 「図」と「式」が一体となったワークシートを使用する。 

＜成果＞ 

・ 数学的な表現を「図」と「式」にしぼったことが有効だった。説明を文章にして長く書いて

も関わり合いが生まれにくいが、不完全な形で示されるからこそ「この式ってどういう意

味？」「どこから８がでてくるの？」といった対話が、自然に生まれていた。 

 

 

○ま 部分どうしの比を合わせ、全体の比「８」を作れば３つ

の作戦を使い部分の量を求めることができる。 

【考えの深まりを実感した児童の振り返りの例】 

・今までは、比の 1つ分作戦でしか求められなかったけ

ど、今日の学習で比の値作戦でも求められるようになっ

た。 

・次は、等しい比作戦で求められるようにしたい。理由

は、比の 1つ分作戦と比の値作戦では求められたけど、等

しい比作戦では求められなかったから。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜課題＞ 

   ・ 「３＋５＝８」の８が線分図のどの部分を表しているのかを矢印で結び付けて示すなど、図

と式を関連付けながらワークシートが書けるようになるとよりよかった。 

・ 実践終了後に算数の学習全体を通してどのようなことを意識して対話的な学びを行っている

かについてアンケート（資料６）を実施した。その結果、数学的表現を用いた対話を意識して

いる児童は 21.4%にとどまった。本授業実践では「図」と「式」が一体となったワークシート

を用いることでどの児童も数学的な表現を用いた対話的な学び合いを行うことができたが、児

童が自ら選択して数学的表現を用いる段階には至らなかった。今後も児童が数学的な表現を用

いて学習に取り組めるように環境を整え、その価値を実感できるよう取組を継続していきた

い。 

「友達と話し合うときの自分の姿に一番よく当てはまるものを選びましょう。」

に対する回答項目 

割合 

ノートやタブレットなどに書かれた考えを「見せ合い」確認した。 35.7％ 

ノートやタブレットなどに書かれた考えを見せ合うだけでなく、その理由も

「言葉」で説明し合うようにした。 

42.9％ 

ノートやタブレットなどに書かれた考えを見せ合うだけでなく、その理由も

「言葉」「式」「図」などを使って説明し合うようにした。 

21.4％ 

    資料６：児童アンケートの結果 

 

② 自己調整学習段階表を用いて学習形態を自己選択させる。 

＜成果＞ 

    ・ 資料７のように A段階か B段階（以下、AB 段階）の児童の分布を可視化させ、リアルタイ

ムで AB 段階に児童が推移していく様子を電子黒板で示したことは学級全体で学習課題を解

決しようとする意欲喚起につながった。教師が「AB レベルが１人増えた」「半分の人が ABレ

ベルになった」など、価値づけたことも対話的な学び合いに有効だった。 

  

  

 

   

 

左より右の写真の方

が対話が生まれてい

た。説明のためのツー

ルとして使用すること

を意識してワークシー

トの書き方を指導する

必要があると分かっ

た。 

資料５：児童のワークシートの記述 

資料７：電子黒板で示した児童のワークシート一覧 



 
 

  ＜課題＞ 

    ・ 「困っている人に教えに行く」という段階から「困っている人が教えを求める」姿が見ら

れるようになるとよりよい学びの形になっていく。今回は AB 段階の児童だけが青表示にな

っていたので、助けを求めている児童は赤表示で示すなどの工夫も考えられる。 

    ・ A 段階の児童にとっての成長を実感できるように、教えた児童が分かるようになった○Aや

S などの新たな段階を設定してもよかった。 

 

(2) 「考えの深まりを実感する児童」を実現するための方策について 

③ 前時との共通点と相違点を明確にする。 

＜課題＞ 

・ 教師の問いかけが「共通する数字は？」となっていたため、やや誘導的になってしまっ

た。共通点を直接問うのではなく「一番大事な数字はどれ？」と問いかけることで、全体の

比を表す「８」が課題解決のために明らかにすることが必要な数値であることを押さえられ

るとよかった。 

 

④ 振り返りの観点から適切な観点を選択させ、振り返りを記述させる。 

＜成果＞ 

・ 本時の授業では、振り返りの意味における③自己変容の自覚（振り返りの観点☆３）が８

人と半数以上だった。（資料８）対話を通して分かるようになったことを中心に記述してい

る児童が見られた。また、資料９のような２つ以上の観点で記述できた児童は 13 人（約

86％）であった。 

振り返りの意味 延べ人数 

①学習内容の確認 13 人 

②現在と過去の学習内容の関連付けと一般化 ５人 

③自己変容の自覚 ８人 

       

振り返りの意味①と②に関わる記述 振り返りの意味①と③に関わる記述 

 前回は全体が分からなかったけど、今回は

全体の量が分かっている問題だったから、新

しい作戦ができると思いました。だけど、全

体を表す比の８を使うことで３つの作戦どれ

でも計算できることが分かりました。 

 私はこの学習ではあまり分からないこ

とが多いけど、話合いのときに Aさんの

説明を聞いてなるほどなと思うことが多

かったので、話合いをする前にも自分の

考えをまとめたり説明したりできるよう

にしたいです。３つの作戦の中で最初は

①（等しい比作戦）が難しいと思ってい

たけど話合いをしていくと分かるように

なったし、今では①がいいと思いように

なりました。 

 

資料８：振り返りの意味ごとの人数 

資料９：抽出児童の振り返りの記述 



 
 

＜課題＞ 

・ 振り返りによって考えの深まりを実感させていくためにも、記述した振り返りを今後の学

習にどう生かしていくかが重要となる。 

・ 対話の中身をより詳しく書けるようになると、児童一人一人の学びの様子がより鮮明にな

る。 

 

最終板書 
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